
 

令和７年度 大阪府立交野支援学校四條畷校 第２回 学校運営協議会 報告 

 

1.日時 

場所 

令和７年 12月 19日（火）午前 10時 00分から 12時 00分 

交野支援学校四條畷校 軽作業室 

2.出席      【学校協議会委員】 

高塚 良則 元大阪府立支援学校長 

加藤 美朗 関西福祉科学大学教授               

北口 信二 北河内東障害者就業・生活支援センター長  

杉本 匡子 （社福）るうてるホーム 法人アドミストレイティブマネージャー 

中西 庄司郎 四條畷市砂自治会                 

松本 亜衣子 大阪府立交野支援学校四條畷校 PTA会長       

【事務局】 

篠川 一樹 准校長 

沢田 恵美 教頭                       

目良 孝 課長補佐                               

古田 嘉康 首席 

竹田 良信 首席 

筒井 大輔 中学部主事                 

加峰 一智 高等部主事                 

傍聴者・・坂下 亜子 

3.次第 （１）准校長あいさつ  

（２）報告及び議事 

①「授業アンケート」および「学校教育自己診断アンケート」について 

②交野支援学校四條畷校「令和 7年度学校経営計画」進捗状況について 

③その他 

（３）授業参観 高等部「職業」（なわてマーケット） 

（４）今後の予定 

4.報告 （１）准校長あいさつ  

（２）報告及び議事  

①「授業アンケート」および「学校教育自己診断アンケート」について  

・「授業アンケート」について、１学期の集約結果を報告。 

・学校教育自己診断アンケート」について、現在集約中。３回目の学校運営協議会で報告を行う。  

②交野支援学校四條畷校「令和７年度学校経営計画」進捗状況について  

・進捗状況を抜粋して説明および報告。  

・学校での活動や大阪府の取り組みなどの現状について 

③ その他 各委員からの意見・質問。  

【委員からの意見等の概要】 

高塚委員： 

 授業アンケートについて、決められた授業・公開授業など様々だが、どのような形でアンケートを取 

ったか。 

杉本委員： 

一学期の授業アンケートについて、どの位の保護者へ配布をしたのか。 

生徒会について、主体的に動ける仕組みが印象的で、その方たちがこれから活動の様子をブログにあげ 

ていかれることを楽しみにしている。 

賢者システムについて、新システムになることで教職員の負担や生産性向上率が一旦下がってしまうこ 

とが考えられるが、後に役立つことを認識しながら進めていかないといけないと感じた。 

新校の建築ついて、職員の皆様にたくさん関わる機会があればよいと感じた。 



北口委員： 

授業アンケートについて、事業所でも満足度アンケートした場合に、不満がある方は不満を書けない代

わりに離脱するので回収率が下がってしまう。広い意見や個別の意見を求めたいなら無記名にするなど

が大切。 

 様々な課題がある中、教職員のストレス度が若干しか高くなっていないのは学校運営が上手くいってい

るということで感心している。報告の中で、日頃の心配りや繋がりを大切にされていることを感じるの

で、どのような取り組みをされているのかを参考にさせて頂きたい。 

加藤委員： 

 授業アンケートについて、参加率が重要。どのような形で参観週間や参観を設けたらいいのかに繋がる。 

アンケートの項目について、結果を基に今後も分析していく必要もある。 

教職員のストレスが若干高くなったなと感じたが、その反面人間関係が良好なことがすごくいいと感じ

た。 

中西委員： 

 新校に関わる工事についての質問。 

 選択職業（園芸）の野菜販売について、砂地区と学校の単なる連携だけでなく、いずれ社会に出ていく

子どもたちのためにも四條畷市全体で考えてもらうように市の広報にも連絡し、取材の依頼もしてい

る。現在は金曜日の午前に販売活動をしているので、自治会では金曜日の午前には行事・会議を入れな

いとしているが、突発的にしか販売日の依頼がないので、できれば年間を通しての計画にしていただけ

れば、それを基に自治会として支援学校との交流をどうしていくのかを発信できる。 

松本委員： 

 参観の出席率について、個人的意見にはなるが、一年間の予定は立てていただいているが常勤で働いて

いる場合は直前でないと参加できるかが分からない。参観に出席していればアンケートは出せるが出席

していないと出せない。参加率は大事かもしれないが、そのような保護者がたくさんいると思われるの

で、紙では統計は取りづらいのではないのかと思う。参加できない場合は授業について、何も言えない

ということではなく、懇談で担任や教科担当教員に個人的に話ができている。保護者全員がそうではな

いとは思うが、そのような事情がアンケートの数字に表れている可能性は高いと感じる。 

高塚委員： 

アンケートについて、紙媒体など、表に出てきたものをだけを集計することもいいが、場合によっては

懇談などで大切な内容があったら全体で共有することも必要。 

学校経営計画について、評価をするときの視点について、どのようなことが大切かを再度共有してもら

いたい。 

 

次回の会議日程 

日時 令和 8年２月 24日（火） 

会場 軽作業室 

 


